
機器の接続方法 接続方法

ボタン長押しで切り替える

断線チェック

ゼロ点補正（ＮＵＬＬ）機能実行

絶縁抵抗試験用出力電圧の切換え 試験結果の保存

試験結果の読み出し

試験結果の印刷

剥き出しの金属部が
無い場合はネジ部等に
当ててください。

バックライト点灯/消灯（短押し）、
時刻設定モード（長押し）

保護導体抵抗試験

絶縁抵抗試験

保護導体線抵抗試験

動作しますのでご注意ください。

漏れ電流試験

機器の電源スイッチを入れる

画面に表示するマークの説明
ゼロ点補正設定状態 断線チェックの結果

漏れ電流試験

保護導体抵抗

絶縁抵抗

試験結果：合格

漏れ電流

負荷電流 データ保存中に点滅

主電源電圧 保存データのデータ番号

試験不合格項目 電池電圧の状態

活線警告

試験機器の電源スイッチ

測定中であることを示す

絶縁抵抗試験の定格電圧

漏電遮断器試験時の誤接続

試験内容 判定条件

保護導体抵抗試験

絶縁抵抗試験

漏れ電流試験

負荷電流試験 ー

試験内容 判定条件

保護導体抵抗試験

絶縁抵抗試験

断線チェック

漏れ電流試験

絶縁抵抗

延長コードの試験

ボタンを押してください。

ボタンを短押しして一度リセットしてください。

接続
接続

逆接地アダプタを使用して機器を
接続してください。
※ワニグチクリップでアース線の
金属部を挟んでください。

逆接地アダプタを使用して機器を

アダプタを介して延長コード用測定
リードを機器に接続してください。
※ワニグチクリップでアース線の
金属部を挟んでください。

クラスⅠ機器試験の開始

クラスⅡ機器試験の開始

L-N間の絶縁抵抗

L-N間抵抗値10Ω未満

L-N間抵抗値10Ω以上

OFF警告

L-Ｎ間の短絡警告

試験結果：不合格

延長コードの試験（短押し）、２Ｐ／３Ｐ切換え（長押し）

試験の中断と結果のリセット（短押し）、電源オン/オフ（長押し）

漏電遮断器（RCD）試験
接続してください、３P-２P変換

2Pのプラグ型漏電遮断器の2Pプラグ（接地線付き）

クラスⅠとクラスⅡ機器の試験

接続図 接続図

※クラスⅡの機器で

(クラスⅠのみ)

( 主電源接続時のみ )
漏れ電流試験/負荷電流試験

※機器が動作しますのでご注意ください。

各試験の項目がFAILの場合は、試験を中断します。FAILの試験項目を飛ばして

次の試験を行う場合は再度　　　  　　　ボタンを押してください。

最初から試験を行う場合は　　　 ボタンを短押しして一度リセットしてください。

1Ω以下　※クラスⅠのみ

1mA以下

クラスⅠ：１MΩ以上、クラスⅡ：３MΩ以上

必要ならば２Ｐ/３Ｐを

※延長コードに繋がっている機器が

（3Pのみ）

（3Pのみ）L＆N-E間
L-N間

1Ω以下　※3Pのみ

5MΩ以上

10Ω未満

1mA以下

各試験の項目がFAILの場合は、試験を中断します。FAILの試験項目を飛ばして

次の試験を行う場合は再度

最初から試験を行う場合は

( 主電源接続時のみ、3Pのみ )

ボタンの説明




